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技術・家庭科技術分野における「生きる力」を育成する授業づくり
ーガイダンスの時間を通してー
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The purpose of this research is to examine how students can gain a“zest for living" and foster it 
during the guidance class in Technology education. Based on what has become clear through teaching 
practices and ref1ections on them， contents dealt with in a guidance class were assessed. Several 
previous research papers were examined and lessons仕omthe teaching practices were also taken 
into consideration， and more effective and ideallesson plans were devised. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
21世紀の社会の多様な変化に対応し，新教育課
程では， r生きる力Jの育成に重点を置いている。
「生きる力Jは，確かな学力・豊かな心・健やか
な体の育成を目標にしているものである。技術・
家庭科では，これまで、も，実践的・体験的学習を
重視し，実習を通して「分かったJrできた」とし1
う学びの楽しさや，製作品が完成した時の喜びが
体験できるような学習を展開してきた。このこと
は本来，生徒が持っている基本的な能力や「生き
る力Jを引き出すために重要であると考える。
しかし，わが国での普通教育での技手柄ヰ教育と
言えば，現庖の中学校技術・家庭科の技術分野の
みが該当していると言わざるを得ない。普通教育
での技術教育は技術・ 家庭科の授業時聞が削減さ
れ，充分な技術教育に時間が割けないのも現実と
してある。このような現状の中で，技術・ 家庭科
の授業時間で「生きる力」を合理的・効率的に育
成するにはどのような方法があるのかを考えるこ
とにした。
そこで、，今回は平成10年12月以降の学習指導
要領に明記されている「ガイダンスjの時間を利
用した授業づくりをすることにした。
(2)研究の目的
上述したように技術・家庭科の授業時間は，男
女別学時代の中学校3年間での 315時間をピーク
に時間数が削減されており，平成20年の学習指導
要領の改訂では，実質的な時間数は中学校3年間
で175時聞にまで削減されている。
また，平成20年度の学習指導要領の改訂では，
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それまで選択科目で、あった時間数も削減され技
術・家庭科の授業時間数はピーク時に比べ大幅に
減っている。
今回は平成10年12月以降の学習指導要領に明
記されている「ガイダンス」の時間を利用した授
業づくりについて， r力」と「五感」をキーワード
に技術・家庭科における「生きる力Jの意義付け
と，それに即した耕オ開発を行った前年度の研究
を基に，ガイダンスの指導計画案を構成した。
(3)研究の方法
a)前年度の実践から，ガイダンスの時間での役
割を明確にするため， 基礎資料などから情報
を集める。
b)生徒にガイダンスの時間に関するアンケート
を行い，ガイダンスの時間の有用性を確認す
る。
c)実習協力校における技術科担当教員から聞
き取り調査を行う。
d)前年度の研究や資料を基にガイダンスの時間
における指導計画案を考える。
2 先行研究の検討・考察
(1)先行研究の検討
安東・平岡 (2008)で， rガイダンスで最初に
行われていることを大きく分けると『教師と生徒
の関係作り』と『教科に対する生徒の興味・関心
を引き出すこと』とある。また， ~ガイダンスの入
り口』において， 生徒にこれから自分が学ぶこと
について効果的に提示することが，その後の生徒
の興味・関心を引き出すきっかけになると推察さ
れるJと明記している。そのことからガイダンス
の授業で，生徒の不明な点や疑問点をあえて提示
することにより，興味・関心を引き，その後の学
習が効果的に行われることが分かる。
魚住・出口 (2010)は，授業実践の結果から以
下のような知見を得ている。
①導入段階での授業の目的は，小学校の学習の
内容を踏まえ，生徒に技術が社会に果たしている
役割とその意味を明確に理解させることである。
②学校現場での導入段階の授業では，社会や環
境と技術の関わりについての内容はあまり多く実
践されていない。今後，このことを考慮、した取り
組みが必要である。
③導入段階における授業では，今日的課題であ
る技術が社会や環境に与える影響や，それに関わ
る技術を評価していく視点を取り扱える題材を設
定することが重要である。
任連受業での技術の考え方として，技術にはメリ
ットとデメリットの二面性があり，そのことを理
解した上で技術を利用して，維持管理することが
大切で、あり，デメリットを補うために新しい技術
でスパイラルアッフ。していくということが重要で
ある。
⑤授業の進め方と して，技術を実際の社会との
関わりの中で生徒に認識させると共に，生徒相互
に協力して社会的により良いものにしていこうと
する学習の仕方は有効である。
⑥小学校において技術に関わる学習が多面的に
数多く行われており，このことを十分考慮して導
入段階での授業を構築する必要がある。
以上の6項目から，ガイダンスの授業を構成す
るための要素を読み取ることができる。
山本他 (2009)は， r生徒は， 中学校に入学し
初めて学習する技術分野の各内容に対して興味・
関心を示し，学習に取り組んでいた。単に，材料
を加工し，ものをつくるだけではなく，その背景
にある文化や伝統，技術の持つ意味や環境との関
係を学習することを理解していた。Jと指摘してい
る。このことから，製品や現象・動作だけを重視
するのではなく，技術と環境の関わりを考慮する
授業や生徒の興味・関心を引く授業を構成してい
くことが必要であることが分かる。また，この実
践からガイダンスの位置づけを考えることができ
た。
魚住・野村 (2012)では， r中学校技術科の学
習において生徒に興味・関心を起こさせるために
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は，生徒の主体的に取り組むことのできる実践
的・体験的な学習活動が必要不可欠である。さら
に，その活動に必然性があり，生徒の身近な技術
事象に関連する活動であれば，生徒の興味・関心
を高めることに有効であると考えるj と述べてい
る。その考えを基に，筆者はものづくりと密接な
関係にある建築分野の「而拐覇者造」に着目 し実践
的・体験的な学習を取り入れた実樹受業を行った。
その結果，実践的・体験的な学習を取り入れた学
習は，生徒の興味・関心を引くのに有用であるこ
とが分かった。
瀬尾・河合 (2010)は，技術科教育と理数教育
の違いについて， r理科は，自然の事物・現象を理
解し，そこに潜む規則性や科学的な本質を追及し，
法則を一般化することが目標である。 一方，技術
はそれらが必要とされる拘束条件下で最適解を求
払 最適解を分かりやすく可視化し，創造的洞察
力を働かせ，具現化を図ることを目標にしている。
大学の理学部と工学部の教育目標にそれぞれ対応
していると言ってもよい。 2012年から完全実施さ
れる新学習指導要領によると中学校理科では，
『ものづくり』という言葉の前に『原理や法則の
理解を助けるための』と明記することで，ものづ
くりの位置づけを規定している。したがって，も
のづくりは科学的根拠を瑚草する際の思考の補助
手段であると考えられる。 一方，技術分野では，
ものづくりそのものが目標である。ものづくりに
際しては，構想、，設計，製作，使用(運用)，評価
という各過程の体験を通して，技能や知識の習得，
創意・工夫する力の育成，技術を適正に評価する
能力と態度を育てることが本質である。」と述べて
いる。このことから，技術分野が育成すべき生徒
の能力・態度を考えることができる。
村田他 (1997)は， rさらに，技術リテラシー
は，個人，社会，そして国家の経済繁栄にとって
極めて重要である。将来の世代，社会，そして地
球が生命を維持する能力に対しては，人々がどの
ように技術を発展させ，応用させるのかというこ
とが，経済的繁栄以上に重要になってきたという
実感がある。Jと述べている。このことは技術リテ
ラシーの重要性を示している。
(2)先行研究からの考察
上記の先行研究から，現段階でガイダンスの時
間に必要な要素は次の通りである。
①3年間で行う学習内容の全容を把握させるも
のの提示
②生徒が興味・関心を持つことができる題材・
樹オ・内容の提示
③小学校での学習をふまえた内容の提示
④他教科との関連を明確にし，連携を図るこが
ができるものの提示
(3) I生きる力」と技術リテラシー
「生きる力」と技術リテラシーの関係を明確に
するために私の考える技術・家庭科技4初土野の
「生きる力」を定義する。
①「生きる力Jの定義
文部科学省が発行している保護者向けパンフレ
ツトに， I生きる力」の車念が示されている。そこ
には， IW生きる力』は知・徳・体のバランスのと
れた力」と明記されている。また，学力の重要な
三つの要素を挙げている。筆者が考えるにこの三
つの要素は，技術・家庭科における教育でも重要
なことだと考える。筆者は，一般社会で求められ
る解答をするための「選択力jすなわち，自己決
定をする能力を身につけさせることと定義してき
た。
しかし，それだけでは狭いため，生活する上で
の技術的な諸問題における問題解決能力・自己決
定能力を身に付けさせることを加えることとし
た。ここでの「問題解決能力・自己決定能力jは，
生活する上での活用力も含んで、いる。「活用力j
とは，学んだ内容そのものしか実生活で使用する
ことができないのではなく，学んだ内容に自身の
創意工夫を付加したことができるようになるこ
とである。例えば，木材加工技術のベースを学習
すれば，椅子や机などの発展的なものの具体的製
作も含めて，材料、明董具を適切に扱い，ものづく
りを遂行できる実践力をも身につけることがで
きることを指している。
②技術リテラシー
技術リテラシーとは，出荷を活用し，管理し，
理解することのできる能力である。技術リテラシ
ーは，大きく三つに分類することができる。
ア. 技術を活用する能力とは，現在の基本システ
ムを安全に操作することに深く関わっている。
これは，現存するマクロ(巨視的)システムの
構成，あるいは人間が適応できるシステム，そ
してどのようにシステムが作動するかなどに
ついての知識を含んでいる。
イ. 技術を管理する能力とは，すべての技術的活
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動が効率的かっ適当であることを保障するこ
とに関わっている。
ウ. 技術を理解する能力とは，事実や博報のみな
らず，新しい目で情報を総合的に判断する能力
に関わっている。
③「生きる力j と技術リテラシーの関係
「生きる力Jと技術リテラシーの関係を学習指
導要領と照らし合わせ考えてみる。
ア.アメリカでの技術教育
アメリカの技術教育のスタンダードの基にな
った"Technollogyfor Americans"には，中学校段
階での技術教育のあり方について「技術に関連す
る個人的な興味，才能，能力を発見し，発達させ
ることと思われる。」と記載されている。
イ.学習指導要領
・技術・家庭科の目標
生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の
習得を通して，生活と技術とのかかわりについて
理解を深め，進んで生活を工夫し創造する能力と
実践的な態度を育てる。
-技術分野の目標
ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を
通して，材料と加工エネルギー変換，生物育成
及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに，技術と社会や環境とのかか
わりlこついて理解を深め，技術を適切に評価し活
用する能力と態度を育てる。
-技術分野における「生きる力」
以上のような技術分野の学習は，工夫・創造の
喜びを体験する中で，勤労観や職業観，協調する
態度などを併せて醸成するものであり，それは，
これからの社会で主体的に「生きる力Jの育成を
目指して展開されるものである。
よって，技術・家庭科樹町分野の「生きる力J
は，技術リテラシーを習得することになると捉え
る。
④ガイダンスについて
山本他 (2009)は， I日本におけるガイダンスと
いう教育手法は戦前から職業指導に関連して用い
られていた手法である。ガイダンスの機能充実に
関する記述がなされたのは，平成 10年改訂の中学
校学習指導要領が初めてで，平成20年度改訂の中
学校学習指導要領の中で W5ガイダンスの機能充
実(第 1章第4の2(5) ) jに引き継がれている。
その中でガイダンスの機能充実を図ることは，す
べての生徒が学校や学級の生活により良く適応し，
豊かな人間関係の中で有意義な生活を築くように
するとともに，選択や決定，主体的な活動に関し
て適切な指導・援助を与えることによって，現在
及び将来の生き方を考え行動する態度や能力を育
てる上で，極めて重要な意味を持つもので、あるO
具体的には，学習活動など学校生活への適応，好
ましい人間関係の形成，学業や進路などにおける
選択，自己の生き方などに関わって，生徒がより
よく適応し，主体的な選択やより良い自己決定が
できるよう，適切な情報提供や案内・説明，活動
体験，各種の援助・相談活動など学校として進め
ていくものであり，単なる事前の説明や資料配布
に限定されるものではないと示され，生徒が学校
や学級での生活により良く適応するとともに，現
在及び将来の生き方を考え行動する態度や能力を
養成することができるよう，学校全体を通じ，ガ
イダンスの機能の充実を図ることが求められるよ
うになった。Jとガイダンスについて述べている。
技術・家庭科技術分野ではガイダンス的な学習
の時間で行うべき内容として， r技術・家庭科の指
導を体系的に行う視点から，両分野ともに，小学
校での学習を踏まえ中学校での3学年間の学習の
見通しを立てさせるガイダンス的な内容を設定し，
第1学年の各分野の最初に履修させることとし
た。Jと示している。
つまり，技術分野の四つの学習内容の全体像を
明らかにするとともに，それらを意識した学習の
展開を考える必要がある。
また，新しい学習において生徒が興味・関心を
持ち，その学びの体系的な背景を垣間見て，学び
が深められるかどうか，そして最後に学びを定着
させられるかどうかを決定づけるほど，この「ガ
イダンスの授業」の在り方が重要でこれからの課
題と考えられる。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)技術分野ガイダンスの内容を検討するための
生徒の意識調査
山形市内 A中学校全学年を対象に行った。 3年
生は授業時間の関係のため，意識調査が実施でき
るクラスだけ行った。
アンケート項目は以下の通りである。
|①技術の授業で面白かった学習を教えてくださ|
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し、。
②興味・関心を持てたのはどんな活動で、したか。
③技術の授業で実験・実践をする上であぶないと
思ったことはありますか。
④技術の授業で、実生活で、役立ったことを教えてく
?ミさ、、
⑤生活を豊かにするために技術分野の学習は役立
っと思いますか。
⑤-2どんなところで、役立っと思いますか。
⑥将来，技術分野の学習を生かした仕事をしたい
と思いますか。
⑦材料と加工に関する学習は，これからの社会を
生きていくにあたり役立つと思いますか。
③エネノレギー変換に関する学習は，これからの社
会を生きていくにあたり役立つと思いますか。
@情報に関する学習は，これからの社会で生活す
るために，役立つと思いますか。
⑩生物育成に関する学習は，これからの社会を生
きていくにあたり，役立っと思いますか。
⑪技術の歴史を学んで記憶に残りましたか。
⑫ふだんの生活の中で，新しい技術についてのニ
ュースや話題に興味がありますか。
⑬小学校から上がって技術を学んで、おどろいたと
ころはどんなところで、すか。
⑭小学校から上がって技術を学んで、つまずいたと
ころはどんなところで、すか。
⑬ガイダンスの授業で取り扱って欲しい話題・分
野などはありますか。
①・③・④・⑤2・⑬・⑭・⑬は自由記述式で意
識調査を行ったo その他の項目は選択式で意識調
査を行ったO 回答総数は420で1年生155，2年生
179， 3年生86で、あった。
[①技術の授業で、面白かった学習を教えてくださ
い。]の項目での回答例を以下に示す。①，③，④，
⑤-2，⑬，⑭，⑮の( )内は全学年の総計から
抽出した回答数を示す。
-製作品づくり(128)
・レポート学習 (26)
・カンナ削り (15) 
-欄釧工 (13)
-回路学習(13)
・そば作り (3) 
-パソコンの操作 (84)
・木を切る作業 (27)
-半田づけ (14)
-釘打ち (13)
-二十日大根の育成 (4)
[②興味・関心を持てたのはどんな活動でした
か。]の項目の結果を表1に示す。
表1. ②のアンケート結果
選択舵
基礎的な知識
考える学習
いろんなことを実践・体験する学習
無回答
[(8:技術の授業で実験・実践をする上であぶない
と，思ったことはありますか。]の項目の回答例を以
下に示す。
-機械加工〔ベノレトサンダー・ボール盤・帯のこ
盤・糸鋸J(109) 
・木材加工 (93)
-半田づけ (17)
・生物育成 (3)
{④技術の授業で、実生活で役立ったことを教えて
ください。]の項目の回答例を以下に示す。
-習った技能を活かせた〔各分野の製作・知識と
もJ(132) 
-部屋がきれいになった(14)
・電力が何Vかわかった (3)
・製作の工程がわかった (7)
[⑤生活を豊かにするために技術分野の学習は役
立っと思いますか。]の項目の結果を表2に示す。
表2胃 ⑤のアンケート結果
選択服 回答数
1年生(155)2年生(179)3年生(86)
|まし1 149 173 日口
いいえ 5 6 6 
無回答 口 。
[@-2どんなところで、役立っと思いますか。]の
項目の回答例を以下に示す。
・自分で、ものをつくれるようになったこと (50)
・社会(将来)に出るため (23)
・パソコンを使うとき (22)
・生活を豊かにする (8)
-製品開発など (5)
[⑥将来，技術分野の学習を生かした仕事をした
いと，思いますか。]の項目の結果を表3に示す。
表3. ⑥のアンケー卜結果
回答数選択肢
1年生白55)2年生(179)3年生(86)
|まし1 54 62 32 
し~~~え 95 113 53 
無回答 日 4 
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[⑦材料と加工に冠する学習は，これからの社会
を生きていくにあたり役立っと思いますか。]の項
目の結果を表4に示す。
表4. ⑦のアンケー卜結果
選択肢 回答数
1年生(155)2年生。7日)3年生(86)
1どちらかと百うと思わない 2 7 5 
2思わない 3 4 4 
3普通 58 59 42 
4どちらかと言うと思う 53 59 29 
5思う 37 50 6 
6無回答 2 。 。
[③エネルギー変換に関する学習は，これからの
社会を生きていくにあたり役立つと思いますか。]
の項目の結果を表5に示す。
表5. ⑧のアンケート結果
選択肢 回答数
1年生(155)2年生。79)3年生(86)
1どちらかと言うと思わない 。 6 。
2思わない 3 3 7 
3普通 57 47 49 
4どちらかと百うと思う 27 67 21 
ち思う 37 55 9 
6無回答 31 。
[([情報に関する学習はこれからの社会を生きて
いくにあたり役立っと思いますか。]の項目の結果
を表6に示す。
表6. ⑨のアンケート結果
選択肢 回答数
1年生(155)2年生(179)3年生(86)
1どちらかと言うと思わない 。 2 
2思わない 4 。
3普通 37 22 32 
4どちらかと百うと思う 36 47 21 
5思う 63 109 30 
6無回答 15 。 。
[⑩生物育成に関する学習はこれからの社会を生
きていくにあたり役立つι思いますか。]の項目の
結果を表7に示す。
表7重 ⑩のアンケート結果
選択肢 回答数
1年生(155)2年生(179)3年生(86)
1ど'ちらかと呂うと思わない 。 日 3 
2思わない 2 7 7 
3普通 63 49 38 
4どちらかと百うと思う 28 55 27 
5思う 32 60 1 
6無回答 30 。 。
[⑪技術の歴史を学んで、記憶に残りましたか。]の
項目の結果を表8に示す。
表8. ⑪のアンケート結果
回答数選択肢
1年生(155)2年生(179)3年生(86)
|まし可 47 63 30 
いいえ 72 112 56 
無回答 36 4 。
[⑫普段の生活の中で，新しい技術についてのニ
ュースや話題に興味がありますか。]の項目の結果
を表9に示す。
表9圃 ⑫のアンケート結果
回答数
選択肢
1年生(155)2年生(179)3年生(86)
|まし1 9日 116 60 
~\(，\え 46 63 26 
無回答 11 。 。
[⑬小学校から上がって技術を学んで、おどろいた
ところはどんなところですか。]の項目の回答例を
以下に示す。
・製作で使用する機械 ・道具の数が多い (92)
・図工とは違い専門的な学習 (79)
・本格的な製作 ・実践的作業が多い (42)
・パソコン[レポート作成・プログラム製作・イン
ターネット検索] (31) 
-機械を使って工作をする (30)
・実用的なものが学べる (13)
[⑭小学校から上がって技術を学んで、つまづいた
ところはどんなところですか。]の項目の回答例を
以下に示す。
-製作実習〔けがき・ノコ引き・釘うち ・カンナ
がけ・刃物の使用 ・半田づけJ(74) 
-製図 (41)
・用語を覚える〔木材の種類・機械の名前J(22) 
・基礎的知識の習得 (21)
-欄対日工〔使用方法 ・加工に適した機械の選び
方J(19) 
・パソコン〔プログラム・タイピングJ(16) 
I⑬ガイダンスの授業で取り扱って欲しい話題 ・
分野などはありますか。}の項目の回答例を以下に
示す。
-最新技術の紹介 (53)
・コンヒ。ユ}ター の様々な内容[表計算の仕方・タ
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イピング ・CAD・音声合成ソフト ・メールの原
理・ゲーム・インターネット・情報モラル](38) 
・生物や植物 (4)
-工場見学 (3)
-金属加工 (3)
・発電装置の製作 (3)
-道具の使い方の詳しい説明 (3)
-学んだことがどのようなことに役立つのか教え
てほしい (3)
-放射能汚染水の消去方法 (2)
・ゲームハードの歴史と梯貯 (2)
・自動車のこと (2)
-山形打ち刃物 (2)
(2)技術科担当教員の聞き取り調査
市内A中学校の技休部ヰ担当教員2名にガイダン
スの時間についての聞き取り調査を行った。調査
方法は，はじめに質問者(筆者)が「ガイダンスの
授業について考えていることを教えてください。」
と質問を担当教員に投げかけ，自由に話をしても
らう形式で、行った。聞き取り調査は一人ずつ行っ
た。
4 考察
(1)意識調査から
①の項目では，ものづくりの各分野(材料と加
工に関する技術 ・エネルギー変換に関する技術・
情報に関する技術 ・生物育成に関する技術)にお
ける実践的 ・体験的活動を記載する生徒が多かっ
た。
②の項目では，大多数の生徒が実践 ・体験する
活動に興味 ・関心を持てたことが分かる。
③の項目では，道具や梯織などを使つての活動
の際に，生徒が危険を感じていたことから， リス
ク・マネジメントの重要性を考えることができた。
④の項目では，技術分野の学習が実生活で役立
つ場面があることが分かった。
⑤の項目では 95.7出の生徒が，生活を豊かにす
るために技術の学習は役立つと考えていることが
分かった。また，どのようなところで役立つかと
いうことも分かった。
⑥の項目では 35.2協の生徒が，技術分野の学習
を生かした仕事につきたいと考えているが，62. 
mの生徒はっきたくないということが分かったO
⑦では55.7札@では51.4!拡，⑨では72.8札⑩
では 50.7出の生徒が，比較的役立つと考えている
ことが分かった。
⑪の項目では57.1怖の生徒が，技術の歴史を学
んだが覚えていないことが分かった。
⑫の項目では65.2出の生徒が，新しい技術につ
いてのニュースや話題に興味があることが分かつ
た。
⑬の項目では，専門的な学習や道具・機械に驚
きを感じたり，実用的なことが学べることに驚き
を感じていたようである。
⑭の項目では，製図や機市劫日工などの専門的な
知識や技能の部分で、つまづきがあることが分かつ
た。
⑮の項目では，最新技術や山形の地場産業であ
る山形打ち刃物など，身の回りの技術に関するこ
とに興味・関心があることが分かった。
以上の結果をまとめると，一つ日は，技術分野
で従来から取り組まれている「実践的・体験的活
動」を取り入れた学習を展開するということが考
えられる。意識調査の結果から考えてみても，技
術分野の学習で面白かったことや，興味・関心を
持てた項目に， r実践的・体験的活動jを挙げてい
た生徒が多かった。ガイダンスの授業を通して技
祢f科とし寸教科に興味を持ってもらうためにも，
重要な要素であるということがわかる。
二つ目は，小学校にはない教科であり，専門的
な知識や技能につまづきを感じている生徒が多く
いるため，将来，技術分野の学習を生かした仕事
に就きたくないという生徒も多くなったと考えら
れる。そのつまづきを援助していく耕オや授業計
画が必要となる。
三つ日は，生徒は新しい技称号や身の回りにある
様々な技術について興味があるということから，
最新技体沖地場産業などの紹介を授業に取り入れ
ていくことが必要だと思われる。
(2)技術科担当教員への聞き取り調査から
ガイダンスの授業時数については，学習指導要領
に明確に記載されておらず，各学校の技制杯ヰ担当
教員に任されているのが現状である。しかし，技
術・家庭科の時間は削減され，授業時数が少ない
中での新たな単元を構成することは，現場レベノレ
ではとても難しし協題だと聞き取り調査より確認
できた。
(3)ガイダンスの指導計画案
これまでの研究を基に構想したガイダンス授業
の指導計画を載せる。指導計画の中で使用する教
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材は，教職実践フoレゼンテーションIで試作した
「正方形ノ号ズノレJ，rクロスパズノレJ，r張弦梁耕オ」
を使用する。通常の技術の授業との兼ね合いを考
え， 2-3時間程度で自由に構成できるハイブリッ
ト式の指導計画を考えた。
1 
(A) 
1 
(B) 
学習活動
生活や産業の中
で用いられてい
る技術に関心を
持ち，技術が社会
に果たしている
役割について考
える。
指導上の工
|評価規準
夫・留意点
ワークシ 骨意欲的
ートに沿 に取り組
って授業 んでいる
を進める。 かどうか
(ワーク
シート点
検)
-生活と技術との関わ
りの学習につながる
実際に作 意欲的に
業させな 取り組ん
がら，進度 でいるか
が遅れて どうか(机
いる生徒 間指導)
には随時 様々な形
正方形ノ4ズノレで、 指導する。 を創れて
様々な形を創ろ いたか(机
フ。 完成予想 間指導)
図を生徒
に配布し，
自分で作
業できる
ようにす
る。
-製図の学習につながる
.専門的な知識の紹介
.実践的・体験的学習
1 
(c) 
(D) 
実際に作 意欲的に
業させな 取り組ん
がら，授業 でいるか
を行う。 どうか(ワ
クロスパズノレを ークシ}
はずそう。
. 
はずし方 ト点検)
をワーク
シー トに
まとめ さ
せる。
-遠心力やカム機構など
の学習につながる。
・実践的 ・体験的学習
教材を触 自分の考
りながら， えをまと
実験・観察 めること
できるよ ができて
うにする。 いるか(ワ
張弦梁教材を使 ーク シー
って，建築構造に ワークシ ト点検)
親しもう。
. 
一 トを配
布し，張弦 意欲的に
梁のポイ 取り組ん
ン トをま でいるか
とめさせ どうか(観
る。 察)
-ものづくり(材料と加工分
野)や建築に関する知識の学
習につながる。
-新しい技術の紹介
(A)の 「生活や産業の中で用いられている技術に
関心をもち， 技術が果たしている役割について考
える。Jについては学習させる。そこに但)，(C)， 
(D)を組み合わせてガイダンスの時間を行う。
(A)の学習は，身の回りの技術や最新の技術，技
術の歴史などの学習。(B)は専門的な内容と実践
的 ・体験的活動。 (c)は実践的 ・体験的活動や仕
組みについての学習 (D)は新しい技術と実践的 ・
体験的活動を4の考察から取り入れた。
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5 到達点と課題
(1)到達点
本研究は，先行研究や先行実践，実習協力校な
どでの意識調査を基に， ガイダンス授業の指導計
画案を作成することができた。また，今後の技術
科教育で必要となる技術リテラシ とー筆者の考え
る 「生きる力」の関係を，先行研究から考察する
ことができた。
(2)課題
本研究は，ガイダンスの指導計画案の作成をす
ることを目途とした。今後は，コミュニケーショ
ン能力の育成などの観点から，生徒が共同して学
べる授業方法を取り入れ実践し，本研究の成果に
ついて検証してして。
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